
 

2025 年 2 月 12 日 
各 位 

会 社 名 ユ ニ チ カ 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長  上埜 修司 

  （コード番号 3103   東証プライム） 
問合せ先 経営企画部長  大熊 裕之 

（TEL  06－6281－5695） 
 

営業外収益（為替差益）、特別損失（固定資産の減損損失及び事業構造改善

費用）の計上及び 2025 年 3 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2025 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間（2024 年 10 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）にお

いて営業外収益（為替差益）及び特別損失（固定資産の減損損失及び事業構造改善費用）を計上する

とともに、当社が 2024 年 11 月 8 日に公表しております 2025 年 3 月期通期の連結業績予想を下記の

とおり修正することとしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

1． 営業外収益（為替差益）の計上について 
2025 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間（2024 年 10 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）におきまし

て、急激な為替相場の変動により、21 億円の為替差益を計上いたしました。なお、2025 年 3 月期中

間連結会計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年 9 月 30 日）において、為替差損を 9 億円計上していま

したので、2025 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）におけ

る為替差益は 12 億円となりました。 
また、個別決算においては、2025 年 3 月期第 3 四半期会計期間（2024 年 10 月 1 日～2024 年 12

月 31 日）に 22 億円の為替差益を計上しております。中間会計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年 9
月 30 日）において、為替差損を 8 億円計上していましたので、2025 年第 3 四半期累計期間（2024
年 4 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）における為替差益は 13 億円となりました。 
上記の金額は、主として当社グループが保有する外貨建債権債務を 2025 年 3 月期第 3 四半期末時

点の為替相場で評価替えしたことにより発生したものであり、今後の為替相場の状況により変動する

可能性があります。 
 

2． 特別損失（固定資産の減損損失及び事業構造改善費用）の計上について 
当社は、2024 年 11 月 28 日に開示いたしました「株式会社地域経済活性化支援機構による再生支

援決定、第三者割当による C 種種類株式の発行、定款の一部変更、自己株式の取得及び自己株式の

消却、資本金及び資本準備金の額の減少、並びに親会社及び主要株主である筆頭株主異動等に関する

お知らせ」に記載の通り、2024 年 11 月 28 日の取締役会において、当社並びに当社のグループ会社

である日本エステル株式会社及びユニチカスパークライト株式会社が、株式会社三菱 UFJ 銀行と連

名にて、株式会社地域経済活性化支援機構（以下、「機構」という。）に対して、事業再生計画（以下

「本事業再計計画」という。）を提出して再生支援の申込みを行うことを決議したうえで、その申し

込みを行い、同日、機構より再生支援決定の通知を受けました。 
本事業再生計画に従い、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社及び当社グループが保

有する固定資産について将来の回収可能性を検討した結果、以下の通り、2025 年 3 月期第 3 四半期

連結会計期間（2024 年 10 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）において 210 億円の固定資産の減損損失を

計上しました。 
 



場所 用途 減損損失額 
（億円） 

愛知県 岡崎市 機能資材事業 113 

岐阜県 不破郡垂井町 機能資材事業 49 

愛知県 岡崎市 高分子事業 39 

大阪府 島本町 繊維事業 5 

その他 繊維事業等 3 
なお、2025 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）において

計上している減損損失 316 億円には、2025 年 3 月期中間連結会計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年

9 月 30 日）に計上した減損損失を含んでおります。また、事業再生計画に関連する費用として事業

構造改善費用 5 億円を計上しております。 
個別決算においては、2025 年 3 月期第 3 四半期会計期間（2024 年 10 月 1 日～2024 年 12 月 31

日）に機能資材事業に属する固定資産について、愛知県岡崎市で 113 億円、岐阜県不破郡垂井町で

49 億円の減損損失を計上し、事業再生計画に関連する費用として事業構造改善費用 5 億円を計上し

ております。 
 

3．業績予想の修正 
① 2025 年 3 月期通期連結業績予想 

（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想 (A) 
（2024 年 11 月 8 日発表） 

 
120,000 

 
3,000 

 
1,400 

 
△10,300 

円 銭 
△178.65  

今回発表予想 (B) 125,000       5,000 5,000 △24,000 △416.27  

増減額 (B - A) 5,000 2,000 3,600 △13,700  

増減率 (%) 4.2 66.7 257.1 ―  

(ご参考)前期連結実績 
(2024 年 3 月期) 

118,341 △2,475 △1,014 △5,443 △94.41 

 
② 修正の理由 

通期業績予想につきましては、高分子事業セグメントにおける主力の包装用フィルムを中心に価

格改定を実施したことにより売上高が増加し、コストダウン、価格改定、高機能製品の拡販による

収益力の強化などの効果もあり、営業利益、経常利益につきましても前回業績予想を上回る見通し

です。また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、第 3 四半期連結会計期間に計上し

た固定資産の減損損失の影響がありますので、前回発表予想を下回る見通しとしています。 
 

＜業績等の予想及び計画に関する注意事項＞ 

本資料における業績等の予想及び計画の将来予想に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基

づき作成したものであり、実際の業績等の結果は、今後の様々な要因により、業績等の予想及び計画と異

なる可能性があります。   
以上 


